
春の一般公開で無花粉スギの苗増殖につい
て講演する鶴田燃海主任研究員。

実験住宅について研究員の説明を受ける
見学者ら。

樹木園の木々について研究員の説明を受ける
見学者ら。

ナ
ー
「
研
究
所
へ
の
ト
ビ
ラ
」
を
今
回
初

め
て
設
け
て
学
生
ら
の
質
問
に
応
じ
ま
し

た
。

　

一
般
公
開
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
予
約
制

の
平
日
開
催
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
幅
広
い
年
代
に
来
場
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
、
土
曜
に
開
催
し
、
施
設
案
内
を

除
い
て
予
約
不
要
と
し
ま
し
た
。

夏
休
み
一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

　

小
中
学
校
の
夏
休
み
に
合
わ
せ
て
、
森

林
総
合
研
究
所
は
「
夏
の
一
般
公
開
」（
仮
）

も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
公
式
サ
イ
ト
で
案
内
し
ま
す
。

花
芽
の
生
育
不
良
な
ど
の
異
常
が
観
察
さ

れ
、
観
賞
価
値
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

成
果
は
、
身
近
な
樹
木
が
気
候
変
動
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
と
し
て
活
用
で
き
る
と

と
も
に
、
将
来
の
お
花
見
の
た
め
に
暖
冬

の
環
境
に
適
応
し
て
い
る
地
元
産
の
サ
ク

ラ
を
育
成
す
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

本
研
究
成
果
は
、
２
０
２
６
年
4
月
1
日
に
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誌
で
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

＊
1　

低
温
刺
激
：
温
帯
性
落
葉
樹
の
多
く
は
、

冬
の
落
葉
時
に
冬
芽
を
つ
く
り
休
眠
し
ま
す
。
休

眠
か
ら
目
覚
め
る
（
休
眠
打
破
）
た
め
に
は
、
ふ

つ
う
冬
季
に
低
温
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
休
眠
か
ら
目
覚
め
た
後
は
、
高
温
刺
激
に

よ
っ
て
冬
芽
が
成
長
し
、
開
花
や
展
葉
し
ま
す
。

＊
2　
′
染
井
吉
野′
：
エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
オ
オ
シ

マ
ザ
ク
ラ
と
の
種
間
雑
種
の
栽
培
品
種
。
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
カ

タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
る
標
準
和
名
で
は
エ
ド
ヒ

ガ
ン
と
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
種
間
雑
種
の
す
べ

て
の
個
体
を
意
味
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
栽
培

品
種
名
を
意
味
す
る′ 

′
（
シ
ン
グ
ル
ク
ォ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
）
で
く
く
っ
て
表
記
し
て
い
ま
す
。

次
号
予
告

　

9
月
発
行
の
次
号
74
号

の
特
集
テ
ー
マ
は
「
森
林

研
究
が
紡
ぎ
だ
す
国
際
貢

献
」（
仮
）
で
す
。
巻
頭
座

談
で
は
、
気
候
変
動
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の

職
員
と
弊
所
研
究
員
が
海

外
協
力
の
現
状
や
課
題
な

ど
に
つ
い
て
語
り
合
う
予

定
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

森
林
総
合
研
究
所
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

●
温
暖
化
に
よ
る
′
染
井
吉
野
′
の
開
花

異
常
を
確
認—

九
州
南
部
で
は
新
た
な
サ

ク
ラ
の
育
成
が
必
要—

　

森
林
総
合
研
究
所
、
鹿
児
島
県
森
林
技

術
総
合
セ
ン
タ
ー
、
岡
山
理
科
大
学
、
米
国

立
公
園
局
お
よ
び
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
開
花
に
必
要
な
低
温
刺
激
＊
1

が
不
足
し
た
場
合
、′
染
井
吉
野′
＊
2
に
生

じ
る
開
花
異
常
の
症
状
を
詳
細
に
解
明
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
低
温
刺
激
不
足
で「
満

開
と
な
ら
な
い
」
記
録
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、′
染
井
吉
野′
の
生
育
南

限
で
あ
る
鹿
児
島
県
を
対
象
に
、
鹿
児
島

地
方
気
象
台
の
過
去
の
満
開
日
の
記
録
を

熊
本
地
方
気
象
台
の
記
録
と
比
較
す
る
と

と
も
に
、
熊
本
県
と
岡
山
県
を
比
較
対
象

と
し
て
鹿
児
島
県
内
の
調
査
地
の
開
花
状

態
を
観
測
し
、
開
花
時
期
や
開
花
状
態
と

低
温
刺
激
と
の
関
係
を
分
析
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
低
温
刺
激
が
不
足
す
る
と
、

開
花
日
や
満
開
日
が
遅
れ
る
と
と
も
に
、

森
林
機
構
の
新
理
事
長
に
丹
下
氏

　

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備

機
構
（
森
林
機
構
）
の
浅
野
（
中
静
）
透
理

事
長
の
任
期
満
了
に
よ
る
退
任
に
伴
い
、

新
理
事
長
に
丹た

ん

下げ

健
た
け
し

氏
が
４
月
１
日
付

で
就
任
し
ま
し
た
。
丹
下
理
事
長
は
東
京

大
学
で
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
付

属
演
習
林
教
授
、
同
科
研
究
科
長
・
農
学

部
長
、
副
学
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
２
０
２
９
年
３
月
ま
で
で
、
森
林

総
合
研
究
所
所
長
を
兼
務
し
ま
す
。

春
の
一
般
公
開
に
２
０
０
人
超

　

科
学
技
術
週
間
の
一
環
と
し
て
、
森
林

総
合
研
究
所
は
４
月
25
日
、
地
域
の
方
々

な
ど
に
研
究
所
を
知
っ
て
い
た
だ
く
イ
ベ

ン
ト
「
春
の
一
般
公
開
２
０
２
６
」
を
開

催
し
、
２
０
０
人
を
超
え
る
方
々
が
訪
れ

ま
し
た
。

　
「
無
花
粉
ス
ギ
の
苗
を
大
量
に
増
や
す

に
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
や
ポ
ス

タ
ー
展
示
を
通
じ
て
最
新
の
研
究
成
果
を

研
究
員
が
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
樹
木
園
・

木
材
標
本
室
・
実
験
住
宅
の
各
施
設
を
案

内
。
研
究
所
の
仕
事
に
関
す
る
相
談
コ
ー

鹿児島県指宿市で見られた‘染井吉野’の開花異常の枝。
開花した花芽および蕾

つぼみ

の花芽に加え、まったく成長して
いない花芽が混在している。また、開花時に葉が展開し
ている。2022年4月5日 指宿市
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森林総合研究所は、森林・林業・木
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お問い合わせ
森林総合研究所
企画部　広報普及科　広報係　
TEL　029-829-8372
Emall　kouho@ffpri.go.jp

森林総合研究所に関する
トピックやイベント、
研究成果など最新情報は
公式サイトで
案内しています▶▶▶
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